
  

芸術科（書道）学習指導案 

指導者 ○○ ○○ 

１ 履 修 単 位 数     ２単位           

２ 実  施  日  時          令和７年１１月１９日(水)  第２時限  

３ 学     級          ○○ＨＲ（○名）  

４ 使 用 教 科 書          書Ⅰ（光村図書）  

５ 単元 (題材）名      「漢字仮名交じりの書について」 

６ 単元設定の理由 

（１） 生徒観 

（中略） 

書道入門期においては、さまざまな書風を持つ古典作品を臨書することで基本的な筆使いや字形につい

て学んだ。また楷書と行書の単元において漢字の書体・書風による書き分けの技能を身につけてきた。し

かし、これまで漢詩を題材にした作品制作に取り組んでいたため、書かれた言葉の内容や言葉に込められ

た書き手の思いについて深く考える機会がなかった。 

（２） 教材観 

    本単元は、「学習指導要領Ｂ鑑賞(1)鑑賞イ(ア)線質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣との関わり

について理解すること及びＡ表現(1)漢字仮名交じりの書ア(イ)目的や用途に即した表現形式、意図に基

づいた表現について構想し工夫すること」を受けて設定した。本教材では一目で書かれた文章の内容を理

解することができる「生きた言葉」を表現した漢字仮名交じりの作品を取り扱う。それにより、書かれた

内容についてより親身に捉え、表現の工夫によって言葉の意味を強められることを感じ取ることができる。

また、内容に基づいて表現意図を考えたり書を構成する要素を工夫したりする力が身につけられる。 

（３） 指導観 

本単元の指導にあたっては、漢字と仮名の調和した字形や文字の大きさ、線質、構成等の要素と表現効

果について理解し、意図に基づいて表現する力が身につけられるよう指導する。そこでまずは、近代の書

家が「雪」をテーマに制作した作品を３点提示し、作品を造形的な視点から捉えさせる。その後、全員共

通の題材「雨が降っている」を用いて自身の制作意図に応じた表現ができるよう指導する。 

 

７ 単元の目標 

（１）線質、字形、構成等の要素と表現効果について理解する。（知識） 

   目的や用途に即して効果的に表現する技能を身につける。（技能） 

（２）漢字と仮名の調和した字形、文字の大きさ、全体の構成、意図に基づいた表現について構想し工夫する。 

  （思考力、判断力、表現力等） 

（３）書のよさや美しさを味わい、作品や書の価値とその根拠について考えながら表現及び鑑賞の学習活動に

主体的に取り組もうとする。（学びに向かう力、人間性等） 

 

８ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①線質、字形、構成等の要素と表

現効果について理解している。 

②目的や用途に即して効果的に表

現する技能を身につけている。 

①漢字と仮名の調和した字形、文

字の大きさ、全体の構成、意図

に基づいた表現について構想し

工夫している。 

①書のよさや美しさを感じ取り、

その根拠について考えようとし

ている。 

②作品をよく観察し、作品の制作

意図を見い出し、主体的に取り

組もうとしている。 



  

９ 指導と評価の計画（全４時間） 

次 学習活動 評価規準・評価方法 

第１次 

（１時間） 

○漢字仮名交じりの書の分野について理解する。 

○作例を鑑賞し表現効果との関係について考える。（本時） 

活動の様子 

ワークシート 

第２次 

（１時間） 

○「雨が降っている」という言葉を題材とし、制作意図を

明確にしながら半紙に創作する。 

○相互鑑賞を行ったのち作品を全体で共有する。 

活動の様子 

発言の様子 

ワークシート 

第３次 

（２時間） 

○これまでの学習を生かし、松尾芭蕉の俳句を創作する。 活動の様子 

提出作品 

10 本時の目標 

作品のイメージを効果的に表現するための要素とその効果について考える。 

11 本時の展開 

時間 学習活動 指導上の留意点 

 

 

評価の方法 

知識・技能 
思考・判
断・表現 

主体的に学

習に取り組

む態度 

知 

表 

知 

鑑 
技 

思 

表 

思 

鑑 

態 

表 

態 

鑑 

導入 

５分 

・本時の目標と学習内容に

ついて理解する。 

・漢字仮名交じりの書の分

野について理解する。 

・本時の目標を提示し、学習内容

について Canva で示す。 

 

      観 

展開 

３５分 

・近代書家の雪を題材とし

た作品を鑑賞し、個人で

イメージをメモする。 

 

・４人のグループで考えを

共有し、Canva を用いて

雪のイメージとそう感じ

た理由をまとめ、発表す

る。 

 

・「作品と表現要素との関

係」について考える。 

 

・作成した成果物を Google 

Classroom に提出する。 

・感性を重視しつつも線・余白・

構成などの造形的要素に結び

つけて考えさせる。 

 

・グループ活動では、互いの感じ

方を尊重し合う雰囲気づくり

となるように指導する。 

 

 

 

・書を構成する諸要素とその表

現効果について説明し、鑑賞か

ら制作へ発展できるよう導く。 
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観 

まとめ 

１０分 

・ワークシートに自己評価

と感想を記入する。 

・本時の目標が理解できたか、

振り返りをさせる。 

 観     観 

12 評価及び指導の例 

「十分満足できる」と判断 

される状況 

線質、字形、構成等の要素と表現効果との関わりについて明確に関連づけ、

自身の感じ方を根拠をもって説明することができる。 

「おおむね満足できる」状況

を実現するための具体的な指

導・手立て 

近代書家の作品を複数提示して比較させることで同じテーマでも表現が異

なることに気づかせる。また個別指導において「なぜ？」「どの部分から？」

など思考を促す発問を行い、主体的に鑑賞活動に臨めるよう支援する。 
 


